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自動車整備技術の高度化検討会とその成果



自動車の安全・環境性能の向上に伴い、電子制御による新技術の利用が広がる中、この優れた性能
を維持するためには、適切な点検整備を行うことが重要。このため、故障を診断し必要な整備が効果的
に行える汎用型スキャンツールの活用促進や整備要員の技術向上等の人材育成が求められている。

自動車整備技術の高度化検討会
（学識経験者、自動車メーカー、ツールメーカー、整備事業者等、自動車整備士養成施設で構成）

＊座長：須田 義大（東京大学 生産技術研究所 先進モビリティ研究センター長）
＊平成２３年８月より開催 平成２５年９月報告書とりまとめ
• 整備技術の高度化のあり方の検討

• 整備技術の高度化に向けて当面克服すべき課題の検討

～自動車整備技術の高度化検討会～

検討会の成果

「汎用スキャンツール普及検討会」でとりまとめた標準仕様について、試作機を使用した検証を実施し策定した。

大型車（ディーゼル商用車）のスキャンツール開発情報の提供方法等のガイドラインの策定をすることとされた。

汎用スキャンツールに係る整備要員の技能向上を図るための研修が平成２４年度から実施されることとなった。

今後の課題

汎用スキャンツールの普及促進

整備事業のIT化、ネットワーク化の推進

スキャンツール研修実施内容の充実

資格制度の活用（養成内容、一級整備士の役割）

国際化への対応（点検整備情報の提供等）

１．自動車整備技術の高度化検討会



標準仕様の機能

～検討会の成果～ ①汎用スキャンツールの標準仕様

【標準仕様の考え方】

機能（カバレッジ）
1台のスキャンツールで多くのメーカーの車両に対応し、それぞれのシステム

について、次の機能を有するものとする。

パワートレイン(エンジン）、ＡＴ／ＣＶＴ関係
ダイアグコードの読取・消去機能、作業サポート機能、J-OBDⅡ機能、データ

モニタ機能、フリーズフレームデータ読取機能、アクティブテスト機能を必須機
能として備えること。

ＡＢＳ、ＳＲＳエアバッグ関係
ダイアグコード読取・消去機能、データモニタ機能、フリーズフレームデータ読

取機能、アクティブテスト機能（ABSのみ）を必須機能として備えること。
作業サポートについては、早期に追加する機能とすることが望ましい。

今後拡充するシステム関係
ダイアグコード読取・消去機能を早期に追加機能として備えること。
作業サポート機能、データモニタ機能、フリーズフレームデータ読取機能、ア

クティブテスト機能については、装着率等を考慮して順次追加する機能とする
ことが望ましい。

価格
ユーザーの技術レベルや使用ニーズに合わせて、機能選択可能な価格構成

とし、普及に適した価格であること。

品質
専用機と同等な品質を提供し、標準仕様機間で同じ結果を得られるようにす

るため、自動車メーカーの供給するスキャンツールの開発情報を元に開発され
たものであること。

１．自動車整備技術の高度化検討会



～検討会の成果～ ②大型車（ディーゼル商用車）のスキャンツール

～検討会の成果～ ③スキャンツール研修制度

大型車（ディーゼル商用車）についても、ガイドラインを策定し、自動車製作者がスキャンツール

開発に必要な点検整備情報等の情報の提供を平成２６年４月より開始。

汎用スキャンツールを用いた整備要員の技能向上を図るため、業界団体において、自動車整備

士を対象とした基礎研修を平成２４年４月から実施。また、基本研修修了者等を対象に高度な診

断・整備技術の習得を目的とした応用研修を平成２５年４月から実施している。

基礎研修 応用研修

１．自動車整備技術の高度化検討会



■背景

○次世代自動車等は高度な電子制御技術によって大幅に省エネルギー性能が向上。電子制御装置等の故障の検知・整備には
スキャンツールが必要不可欠。

○スキャンツールは高価であり、全ての自動車メーカーに対応していない等の課題により、市場の多くを占める中小の整備事業
者には普及していない。

■ハード対策
整備の高度化による省エネルギー性能
の劣化防止

電子制御による新技術が活用されている自動車の省エネルギー性能の維持に必要なツールの導入を支援。

■革新的スキャンツールの市場投入

○産学官一体となって、汎用スキャンツールの標準仕様及び機器開発に必要な情
報提供指針を策定。
○平成２４年度中に全メーカー対応型汎用スキャンツールが市場に投入。

スキャンツールを活用した整備の高度化等推進事業
（H25-H27年度 1/3補助）

汎用スキャンツールの導入

■課題

○新規に開発されるものであるため
高価にならざるを得ない
○使い勝手が悪い可能性もある

スキャンツール

■スキャンツールについて
スキャンツールとは、車両とコネクタで接続し車両内の電子制御ユニッ
トと通信を行い、解析及び整備するために使用するツールで、言わば
クルマの電子制御状態を「見えるようにする機器」である。

ダイアグコード（故障コード）
センサの断線など、故障箇所や状態
を表示するコード

■省エネ効果の算出
補助を受けた事業者は、スキャンツールを活用
した車両数、及び検知した故障コード等のデー
タを、一定期間収集し国交省へ報告。
国交省は提出された実績データを集計分析し、
エネルギー削減効果を算出。

■補助件数

平成２５年度： ２、４５６件
平成２６年度： １，７６３件

■補助対象事業者
以下の自動車整備事業者のうち、パシフィッ
クコンサルタンツ株式会社が公表する補助対
象スキャンツールが配備されていない事業場
（自動車整備工場）がある事業者に限る。

ア：道路運送車両法第７８条に定める認
証を受けた自動車分解整備事業者 イ：

道路運送車両法第９４条に定める認
定を受けた優良自動車整備事業者

２．スキャンツールの導入補助



・ 応用研修の内容だけではハイブリッドシステムや安全関連の車載装置に対応できない。また、一般の整備事業者
が適切に整備をするためには、それらに対応した汎用機を用いてそれに沿った内容の研修をする必要がある。

基本研修 応用研修

目標
汎用スキャンツールの操作・活用が一般的に行える技
術の習得

汎用スキャンツール等を使用した高度な診断・整
備技術の習得

研修時間 概ね6時間 概ね6時間

研修対象
原則、スキャンツール未経験者
スキャンツールの操作・活用方法が分からない者

「基本研修」修了者

主な研修内容

電気の基礎
電子制御システムの基礎
法規制概要（OBD告示等）
DTCやデータモニタ等、スキャンツールの基本機能

基本研修の復習
実際の故障診断技術について
エンジン電子制御システムの故障診断
アクティブテスト等の診断機能を使用した実習例

テキストの主な
提供元

自機工（ツールメーカー2社：デンソー、日立） 自機工（ツールメーカー2社：デンソー、日立）

研修回数 約140回（平成26年度） 約350回（平成26年度）

現状のスキャンツール研修（基本・応用）の主な課題

３．日整連によるスキャンツール研修の実施



自動車関連情報の利活用に関する将来ビジョン

検討会における議論



○HV、EVの車種展開や普及台数が飛躍的に増加するとともに、被害軽減ブレーキやレーンキープ装置等の先進安全装置が普及し始めており、大
型車の被害軽減ブレーキについては、平成26年から装着の義務づけが開始されている。また、平成15年から大型トラックに装備が義務づけられ
ているスピードリミッターも電子制御式が主流となっている。

○これらの自動車や装置では、法定点検ではスキャンツールは不要だが、故障診断や修理後の再設定等にはメーカー専用ツールが多くの場合で必
要となる。

第７回検討会資料（自工会）（平成26年9月30日）

■ 新技術は法定点検項目に該当せず、点検整備時はスキャンツール不要

■ 但し、ＨＶ・ＥＶ・ＡＳＶ・ＳＬＤの故障診断にはメーカ専用ツールがＭＵＳＴ

※ ＨＶ＝ハイブリッド車、ＥＶ＝電気自動車、ＡＳＶ＝先進安全自動車、ＳＬＤ＝スピードリミッター（速度抑制装置）

４．自動車の新技術の普及状況



○専用ツールを用いた故障診断が求められる自動車や装置が普及する中、これら次世代自動車や電子安全装置等に対する適切な整備作業を確保
し、更には作業効率の向上を推進するためには、安全に係る車両装置等の故障診断も汎用ツールで可能とする必要がある。

（現在はメーカーによって制御方法等が異なるため、故障診断や整備サポート・学習等において、個社毎の情報提供が必要になる）

５．安全OBDに対応したスキャンツールの共通化の必要性



汎用スキャンツール普及検討会報告書（平成23年4月）

主要システム以外へ順次追加を図る（ニーズの高いものから）

自動車整備技術の高度化検討会報告書（平成25年9月）

車両の装着率や市場ニーズを考慮し、車両メーカーとツール
メーカー間で、情報提供範囲の拡大について継続して検討を進
める。

装備が義務づけられた装置
装着率の高い装置

走行安全や
乗員保護に係る装置

スキャンツールを
共通化すべき

（汎用スキャンツールで
対応可能化）

優先的に検討

衝突被害軽減ブレーキ、横滑り防止装置等

定速走行・車間距離制御装置、各種エアバック等

５．安全OBDに対応したスキャンツールの共通化の必要性

○今後、故障診断ツールが必要な安全関連の車載装置について、装備が義務づけられたものや、装着率の高いシステムより順次、共通のスキャン
ツールで 対応できるようにすべき。

○走行安全（走る・曲がる・止まる）や乗員保護（エアバッグ、シートベルトプリテンショナ等）に係る装置は装着率にかかわらず共通化を検討すべき。



○検討事項：
・装備が義務づけられていたり、装着率の高い走行安全・乗員保護に係る装置の中から、スキャンツールの共通化を進める対象装置の特定
・整備事業者が、安全関連装置の故障診断や、修理調整の際に必要となるスキャンツールの機能の特定 （優先順位の策定）
・整備事業者が、上記の故障診断や修理・調整の際に必要となる新技術等に対するスキャンツールの活用に関する研修体制の整備

○留意点：
・データモニタ機能等において、メーカー固有の先進安全技術の保護の観点から取り出せるデータの内容、範囲、表示手法について注意が必要
・保安基準等における故障診断機能の取り扱い、法定点検・車検における読み取り機能の活用について検討が必要
・不正改造の防止・セキュリティの確保として、提供する情報の範囲や、ツールを利用する事業者の制限事項を設けることが必要

どの装置についてスキャンツールの共通化を行うか
故障診断や修理・調整の際に、どのような機能が必要か

故障診断や修理・調整の手法を
どのように研修し周知するか

センサ性能や制御方法などメーカー固有の先進安全技術について
どのように保護するか
（スキャンツールから得られる情報から、解析される可能性がある）

不正改造をいかに防止するか、セキュリティをどのように確保するか

保安基準等における取扱い

法定点検・車検における
故障情報の活用

（留意点）

（検討事項）

６．今後議論すべき事項と留意点



AFS ＝ ハンドルの切れ角や車速を感知し、ヘッドランプのロービームの照射方
向を曲がる方向に向ける機能

汎用スキャンツールに求められる要件の変化
○スキャンツールは故障修理に加え、点検・整備や、交換等の作業後の再設定、さらにはカスタマイズ（ユーザーの要望に応じた設定条件の調整）で

使う機会が増えている。
○外部機器との連携により、さらに高度な点検・整備・調整も可能となる。

※市販されている汎用スキャンツールに、カスタマイズ（設定変更）機能（キーレ
ス操作時のアンサーバック（ハザード点滅回数）変更等）を有しているものもあ
る。

第７回検討会資料（自機工）（平成26年9月30日）
故障診断だけでなく、メンテナンス・点検で使う機会が増えている。

第７回検討会資料（自機工）（平成26年9月30日）

スキャンツールの有効活用には、外部機器との連携が必要となってきている

例1 自動光軸調整機能やAFSシステム機能確認

例2 高度運転支援システムの初期設定

（衝突軽減ブレーキ、アダプティブクルーズコントロール等）

スキャンツール読み取りと機械系調整のフィードバック化による作業品質の向上

６．今後議論すべき事項と留意点



７．自動車関連情報の利活用に関する将来ビジョン報告書（平成27年1月）

「安全ＯＢＤに対応したスキャンツールの共通化」を通じた次世代自動車等の安全使用の推進

有識者、関係業界等からなる検討組織を設け、安全関連の車両装置等に関する汎用スキャ
ンツールの実用化のための標準仕様を策定するべきである。特に走行安全（走る・曲がる・止
まる）や乗員保護（各種エアバッグ等）に係る装置については、人命により直結する機能等で
あることから、以下のような主な事項につき検討の上、優先的にスキャンツールの共通化を図
るべきである。

（イ） 装着が義務化されている装置、装着率の高い走行安全・乗員保護に係る装置の中から、
汎用スキャンツールの対象となる装置を特定（優先順位付け）

（ロ） 整備事業者が安全関連の車両装置の故障診断や修理調整を行う際に必要となる汎用
スキャンツールの機能を特定

（ハ） 整備事業者が、上記（ロ）の故障診断や修理・調整の際に必要となる新技術等に対する
汎用スキャンツールの活用に係る教育体制の確保

重点テーマⅠ

具体的な取組み



今後の検討事項について



□平成２７年度
・義務づけられたもの、普及が進んでいるもの等、標準仕様汎用スキャンツー
ルの対象装置とすべきものの検討（自動車メーカー、ツールメーカーへのヒア
リング、整備事業者ヒアリング）

□平成２８年度
・新たな標準仕様案について、故障診断や修理調整に係るフィージビリティス
タディを実施

・整備事業者に対する汎用スキャンツールに係る教育体制の検討を踏まえた
カリキュラムの具体的内容を策定

・欧米状況の調査

□平成２９年度
・継続的な装置追加にかかる制度検討
・将来的な情報提供手法の検討
（仕様書による提供に代えて、組み込みソフトでの提供、クラウドによるサービ
ス提供等）

８．今後の方向性（案）



法制化への検討
提供方法の検討
提供時期の検討

安全ＯＢＤの定義

車両システム提供範囲

ニーズ確認

アンケート展開

１．汎用スキャンツールの活用実態と、機能/コストに対するニーズの検証

２．カバレッジ拡大に向けた車両システムにおける提供範囲の選定

３．高度な故障診断に対応した人材育成のための研修体制の進化

□展開ステップと推進体制

・安全ＯＢＤの定義の明確化
・普及拡大に繋がるコスト設定
・ビジネスモデルの具体化

自動車整備技術の高度化検討会

展開要件展開要件

整備市場での汎用スキャンツールの活用を更に
普及させ、安全と環境保全に貢献するとともに、
整備作業の高効率化を図る

ＳＴＥＰ Ⅰ ＳＴＥＰ Ⅱ ＳＴＥＰ Ⅲ

新たな標準仕様検討ＷＧ（仮称） 高度診断教育ＷＧ（仮称）

狙い/目的狙い/目的

推進体制（案）

汎用スキャンツール普及に向けた当面の課題

８．今後の方向性（案） ～検討会の展開骨子～



将来の整備情報統合サーバー
（修理書、診断アプリ、教育アプリ、ｅｔｃ）

車両メーカ Ｄ／Ｂ

T

日整連

FAINES

ディーラー 整備専業事業者 車体整備事業者

電装整備事業者

駆動系 自動運転

求められる高度な故障診断技術

ＩＴＳ機能

ＡＢＳ・ＳＲＳ

ボディ・シャーシ

J-OBDⅡ
ＡＳＶ

N H Ma

Mi S D F

大中規模
小規模 ハンディ

ハンディ

あらゆる次世代車両・新技術に対応した整備環境を構築

EV FCV

PHVHV

高機能 高機能

四輪乗用のイメージ

８．今後の方向性（案） ～整備情報提供の将来像（ありたき姿）～



整備情報
統合サーバー

（修理書、診断アプリ、教育アプリ、ｅｔｃ）

ＳＴＥＰ Ⅲ
法制化・提供方法・提供時期の検討

STEPⅡ
安全ＯＢＤの定義と提供範囲の検討

STEP Ⅰ
市場ニーズ検証

2015
2016 2025

2Q 3Q 4Q

提供準備

高度診断教育 ＷＧ（仮称）

☆提供開始

☆教育スタート

自動運転

ＩＴＳ機能

ＡＢＳ・ＳＲＳ

ボディ・シャーシ

J-OBDⅡ

ＡＳＶ

高度故障診断技術対応
ロードマップ

EV

FCV

PHV

HV

自動車整備技術の高度化検討会

駆動系

８．今後の方向性（案） ～展開ロードマップ≪案≫～



大分類 展開項目 担当
平成２７年度 平成

28年度～
２Ｑ ３Ｑ ４Ｑ

市場調査
□アンケート
・ST使用実態
・機能／価格

国交省
日整連
自機工

提供情報

□新たな標準仕様
検討WG
・安全OBD定義
・提供範囲
・提供方法
・機密管理
・法令（告示）改正等

国交省
自機工
自工会
・ｻｰﾋﾞｽ
・ﾀﾞｲｱｸﾞ

日整連

人材育成
□高度診断教育WG
・カリキュラム策定
・認定制度見直し

国交省
日整連
自機工
自工会

設計

提供方法

提供範囲

認定制度

９．今後のスケジュール（案） ～分類ごとの展開日程～

提供準備

アン
ケート

法規対応

☆WG発足

H28～
提供開始

H28～
開始

ｶﾘｷｭﾗﾑ



第9回検討会（今年度1回目）

・過去の検討会の経緯と現状
の課題について
・アンケート調査内容の検討

・汎用スキャンツールの対象
とする範囲の検討
・WGの検討項目について

第10回検討会（今年度2回目）
・アンケート調査の検証

・追加する装置や機能についての
課題の抽出と整理

・新たな教育制度やカリキュラム等
についての課題の抽出と整理
・各WGの進捗状況報告

・報告書の作成

アンケート調査
実施・取りまとめ

１２月１１月１０月９月

平成２７年
８月

平成２８年
１月 ２月 ３月 ５月４月

第11回検討会（今年度3回目）
◎中間取りまとめ

・新たな汎用スキャンツールの
標準仕様案を策定

・新たなスキャンツールの教育
体制、カリキュラムを策定

高度診断教育WGを実施

新たな標準仕様検討WGを実施

アンケート
設計

平成25年9月で取りまとめた結果を踏まえ、今後の自動車整備技術の高度化のあり
方を、必要に応じてWGを実施しながら検討会を３回程度開催し、中間とりまとめを行う。

スキャンツールの研修体制及びカリキュラムを検討

提供情報について、範囲、方法等を検討

９．今後のスケジュール（案） ～検討会のスケジュール～


